
 

アコヤガイの筏を修理しました 

 

  生物系列の総合実習内で殻掃除など管理をし、有志生徒が挿核したアコヤガイは、普段はカゴに入れて、小

田和湾内にある筏（イカダ）に吊しています。そして、筏は本校近くの大楠漁協にお借りしているものです。 

 ずっと使わせてもらっている間に、だいぶ筏についている 10個の浮きが傷んでしまいました・・・ 

そこで、2 月上旬に新しい浮きを交換することにしました！初めてのことなので、どれだけの日中がかかる

か検討もつきませんでしたが・・・なんと、たった 2日で完了！さすが漁業にも精通する本校の先生方！！！

きれいになった筏は再び海へ戻っていきました。 

 

修理前、海から引き揚げ。筏を壊さないよう 

慎重に地面に置きました。 

あっという間に修理完了 

この日は特別に寒い日でした・・・ 

全員防寒具を着込んで朝から作業をしました。 

 

筏より取り外した浮き 

だいぶ傷んでいるのがわかります。 

筏、帰路へ！ 

オレンジ色の浮きが海の青に映えます！ 


